
急性期 回復期 慢性期 休棟等 計 急性期 回復期 慢性期 計 急性期 回復期 慢性期 休棟等 計

108 75 40 223 108 75 40 223 108 75 40 223

再掲
地包ケア：40

回復期リハ：35
療養：40

地包ケア：40
回復期リハ：35

療養：40

地包ケア：40
回復期リハ：35

療養：40
地包ケア：40

回復期リハ：35
療養：40

地包ケア：40
回復期リハ：35

療養：40
地包ケア：40

回復期リハ：35
療養：40

99 99 60 60 14 31 45

再掲 地包ケア：31 地包ケア：31

30 24 54 30 30 30 30

再掲 療養：24 療養：24

33 33 33 33 16 17 33

再掲 地包ケア：17 地包ケア：17

46 14 60 46 14 60 46 14 60

再掲 地包ケア：14 地包ケア：14 地包ケア：14 地包ケア：14 地包ケア：14 地包ケア：14

240 240 240 240 － － － － －

再掲 療養：120 療養：120 療養：120 療養：120 － － － － －

174 174 174 174 174 174

再掲 療養：120 療養：120 療養：120 療養：120 療養：120 療養：120

286 119 454 24 883 247 119 454 820 184 167 214 0 565

再掲
地包ケア：54

回復期リハ：35
療養：280 療養：24

地包ケア：54
回復期リハ：35

療養：304

地包ケア：54
回復期リハ：35

療養：280
地包ケア：54

回復期リハ：35
療養：280

地包ケア：102
回復期リハ：35

療養：160
地包ケア：102

回復期リハ：35
療養：160

※令和元年度意向調査及び令和元年度病床機能報告の結果並びに個別の照会、情報提供等を参考に適宜整理 

高度急性期
急性期

回復期 慢性期

121 196 228

63 ▲ 29 ▲ 14

（過剰） （不足） （不足）

2025年の病床機能（予定）数と必要病床数の差

20

（過剰）

医　療　機　関　名

【参考】：2025年の必要病床数（推計）

合　　計

545

許可病床数 稼働病床数 2025年の病床機能（予定）数

備　　　　考

病院の建替時に急性期14床、回復
期（地域包括ケア病棟）31床に移行
及びダウンサイジングを予定。

R2.3急性期40床を回復期（地域包括
ケア病棟）に移行。
※他に精神病床100床、感染症病床
4床

R2.9急性期17床を回復期（地域包括
ケア病床）に移行予定。

R1病床機能報告より急性期30床を
回復期で報告。

R2.7急性期14床を回復期（地域包括
ケア病棟）に移行。
同日、療養病床37床廃止。

R2.8病院機能移転により閉院。

北渡島檜山圏域の医療機関の状況

国立病院機構八雲病院

せたな町立国保病院

今金町国保病院

長万部町立病院

八雲町熊石国民健康保険病院

八雲総合病院

道南ロイヤル病院

合　　　　計

（令和２年（2020年）７月１日現在）

資 料 ５


